
 

 

 

 

 

 

 

 

とき   201８年 3 月 03 日（土） 

天候   晴れのち曇り 

メンバー １１名（男性：６名 女性：５名） 

コース  新神戸駅－摩耶みはらし展望所－掬星台－杣谷峠－記念碑台－ガーデンテラス－ 

六甲最高峰－船坂峠－譲葉山－岩倉山－えんぺい寺休憩所 

＜ コースタイム ＞ 

 

  9:00 新神戸駅 

  9:20 摩耶みはらし展望所 

 11:40 掬星台 

        （昼食休憩） 

 12:40 杣谷峠 

 13:30 記念碑台 

 14:00 ガーデンテラス 

14:45 六甲山最高峰 

 15:48 船坂峠 

 17:10 譲葉山 

 17:20 岩倉山 

 17:50 えんぺい寺休憩所 

＜ 活動記録 ＞ 

  ３月１１日（日）に開催される兵庫労山主催の六甲全山

縦走大会の東半縦コースを「六甲山全山縦走トレーニング 

PartⅡ」として歩く。新神戸駅高架下を９：００に出発

し、途中、準備運動やトイレ休憩を行いながら、六甲全山

縦走路に合流を目指す。合流後、掬星台へ向かう。じわじ

わと足に負担がかかり始める。掬星台に到着したのが１

１：４０。昼食には少し早いが、ここで昼食休憩を３０分

とる。本番当日は早いスタート時間と言うこともあり、ガ

ーデンテラスあたりまで行き、昼食をとることになるだろ

う。掬星台の先で、１名が都合で下山したが、残り１０名

は山道、車道を歩きながら記念碑台、ガーデンテラスへ。

「極力山道を歩きたいが、大会当日はまずは完歩を目指

し、車道を有効利用するだろうなぁ。」と思いながら歩を進

める。本当に歩けるのだろうか。ガーデンテラス辺りまで

来るといつもは下山する距離だ。下山したいという言葉が

頭をよぎる。半縦走だけど、大げさになるけど、本番は自

分との闘いとなるだろう。ゴールだけを見つめて歩かねば

と完歩できない。 

  ようやく六甲最高峰に到着。黒く塗りつぶされた鎮魂の

木柱がそこにはある。怒りを通り超えて、悲しさのみ感じ

る。何のためにこのようなことをするのだろうか。 

  六甲最高峰まで来れば、あとは下り中心の３時間。先頭

のお二人が速い。非常に元気で、後続者は小走りになる場

面も多々有り。一気に足の筋肉がパンパンに張る。当日は

ペース配分に注意せねば、足への負担も大きくなるだけ。

なんとかゴール時限の 18:00 前にゴールであるえんぺい

寺休憩所に到着。マイペースで何が何でも本番も完歩する

ことを誓った山行であった。 

 

六甲山全山縦走トレーニング PartⅡ 

六甲山全山縦走・東半縦コース 



 

 

 

 

 

１．東半縦走コースのスタート地

点。新神戸駅高架下。 

 ２．スタート直後の面々  ３．こんな水量の少ない布引の滝

も珍しいなぁ。 

 

 

 

 

 

４．布引の滝を横目に皆さん先を

どんどん進みます。 

 ５．布引みはらし展望所では梅の

花が咲いてました。 

 ６．布引みはらし展望所で、リー

ダー挨拶と準備運動を行う。 

 

 

 

 

 

７．五本松堰堤に到着するも貯水

池の水も少なし。 

 ８．ここから六甲全山縦走路に合

流します。 

 ９．天狗道を歩く。 



 

 

 

 

 

１０．掬星台に到着。こちらで 30

分の休憩取得。 

 １１．日陰だと少し寒かったぁ。 １２．摩耶別山に向かう。 

 

 

 

 

 

１３．アゴニー坂を下ります。  １４．三国池方面に上るのが縦走

路。今回は車道を(^▽^)/ 

 １５．みよし観音像までは車道を

歩く。 

 

 

 

 

 

１６．記念碑台にある六甲山ガイ

ドハウスに到着。 

 １７．六甲ゴルフ倶楽部の中を行

く。 

 １８．みよし観音像に到着だ。こ

こからまた山道。 



 

 

 

 

 

１９．ガーデンテラスはいつもよ

り人が少なめ。 

 ２０．本日一番の眺望だったかな

ぁ。 

 ２１．なぜこんなことをするのだ

ろうか。悲しいねぇ。。。 

 

 

 

 

 

２ ２ ． ん ？  こ れ で 全 員 ？ 

違いますよ～～～ぉ 

 ２３．後は下り中心の山行。でも

先頭の二人は既にいない。 

 ２４．ゆずり葉台への分岐まで戻

ってきました。 

 

 

 

 

 

２５．その分岐で本日最後の休憩

を取得。 

 ２６．塩尾寺に到着。  ２７．ゴールだぁ～ 



 



 

 


